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　高森町の自主放送番組「たかもりP
ポ イ ン ト

OINT チャンネル」を制作する収録スタジオと編集室がこのほど完成しま

した。これは、国の「地域の元気臨時交付金」を活用しており、町の負担は一切ありません。

　今後、「超高森的」と言われるような地域に根ざした番組を制作していきます。

▲収録スタジオでは町の身近な話題や情報を収録します

▲データ放送画面では、くらしに役立つ情報が満載　　　　たかもり POINTチャンネル

▲編集室で番組の仕上げを行います

　高森町情報通信基盤整備事業の要「たかもり POINT チャンネル」は、平

成 27年４月の本放送に向け、試験放送を始めます。さらなる番組作りのた

め住民の皆さまのご意見、ご感想をお寄せください。

　光ファイバー網を引き込まれた世帯は、以下の内容を見ることができます。

■放送内容（予定）

・高森町役場職員や各地域・団体の担当者が行政の情報や地域の話題をわか

りやすくていねいにお伝えします。

・過去に行われたイベントや伝統行事の映像を紹介します。

・データ放送では、ごみカレンダーや防災・防犯情報、イベント案内、町か

らのお知らせ、交通情報、くらしの情報、おくやみなどを随時提供します。

役場内に収録・編集スタジオが完成　高森町の情報発信の拠点

来年４月の本放送へ「たかもりP
ポ イ ン ト
OINTチャンネル」試験放送を開始

①「10」チャンネルの
　ボタンを押します
②「dデータ」ボタン
を押すとデータ放送画
面（左）に変わります

高森町情報通信基盤整備事業だより

■お問い合わせ　政策推進課　情報管理係　℡（62）1111（内線 156）
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相談室へ直接来訪可能　手すりつきで高齢者も安心
　このほど、高森町役場に設置されている消費生活相談室が大きく増築されました。

これは、消費者行政の充実を目的に設立された「消費者行政活性化事業」に採択され

たもので、町の財政負担は一切ありません。

　大きな変更点として、①役場裏から直接訪問が可能②相談スペースの拡充が挙げら

れます。役場を通らず相談に訪れることができるため、プライバシーが保護されるだ

けでなく、より気軽に訪問できる体制となっています。

高森町の消費者問題への
今後の取り組みについて
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南阿蘇村との広域連携を継続
週５日の相談体制へ

　相談室の完成に伴い、週２日の相談体制を４月か

ら週５日に拡充します。相談時間は午前 9時～午後

4時です。消費者問題への対応をさらに進めていき

ます。

■お問い合わせ先　政策推進課　政策企画係
　　　　　　　　　　　℡（62）1111（内線 154）
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ブランド化推進協議会（仮称）」
会員募集のご案内

　本協議会は、地域の宝「ナンゴウヒ」をブランド材として全国に売り出しながら、将来にわたり育成し続
けるための活動を通じ、阿蘇地域の林業の活性化と林業後継者の育成につなげることを目的とし、５月の設
立に向け準備を進めています。この取り組みに参加して一緒に活動していただける会員を募集します !!

主に以下の４つの活動に取り組みます
①ナンゴウヒのブランド化
　寺社仏閣建築、高級木造住宅、公共建築物などの高級建築用材としてナンゴウヒをブランド化します。
　また、ナンゴウヒの認知度を高めるため「全国銘木展示大会」へのテスト出品などに取り組みます。
②ナンゴウヒの育林技術継承
　育林技術の継承を図るため、ナンゴウヒ枝打ち技術を持つ指導者のもと、会員を対象に基礎的な枝打
ち技術研修会や間伐研修会を開催します。
③資源調査
　阿蘇地域を中心に 200 ～ 300ha と見られるナンゴウヒ林分の資源量や施業の状況を調査し、ナンゴウ
ヒ資源のデータベースを作成して販売や育林に役立てます。
④森林施業指針の作成
　品質の確保を図るため、ナンゴウヒの育林技術を分かりやすくまとめたパンフレット等を作成し、会
員に普及します。

以下の①～③全てに該当する人
①「ナンゴウヒ」を植えている人、またはこれから植えようとしている人
②協議会が開催する「枝打ち研修会」に参加するなど、協議会の活動に主体的に参加し、自ら枝打ち等
の手入れを実践してみようと思っている人

③森林情報の提供などナンゴウヒの資源調査に協力いただける人

地域の神社のご神木
（ナンゴウヒ）

20年前にナンゴウヒで
建てられた建築物

篤林家　栗屋克範さんのナンゴウヒの山

■応募及びお問い合わせ先　農林政策課　農林振興係　℡（62）1111（内線 414）

【活動内容】【活動内容】

【会員の対象となる人】

南郷檜（ナンゴウヒ）とは……
　全国唯一のヒノキ挿し木品種であり、地域の宝として古くから阿蘇地域を中心に育成されてき
た高品質のヒノキです。
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http://www.takaspo.jp

※スマホ、携帯からでも閲
覧可能です。FBページ 
もぜひご覧ください！

　高SPOは、以下の日程で活動中です！随時会員募集中です !!（年度更新が必要です。）

　興味がある教室は、時間や場所などを確認して見学や体験に行かれてみて下さい。

お問い合わせは、高SPO事務局　（62）2991までご連絡ください。

週間カレンダー

月間カレンダー

※新年度から活動曜日や時間の変更がありますので、ご確認下さい。

月曜日 火曜日 水曜日 金曜日 土曜日

バドミントン教室
19:00 － 21:00
（高森中体育館）

柔道教室
18:30 － 20:30

（高森中体育館２Ｆ）

ソフトボール教室
19:00 － 21:00
（町民グラウンド）

ソフトテニス教室
20:00 － 22:00
（町民体育館）

幼児・児童体育教室
19:00 － 20:15
（高森中体育館）

空手教室
18:00 － 20:00
（中央小体育館）

スポーツバイキング
19:00 － 21:00
（中央小体育館）

木曜日 土曜日
草部バドミントン教室
20:00 － 22:00

（草部生涯学習センター）
キッズ・ジュニア
サッカー教室
19:00 － 20:15
（町民体育館）

剣道教室
17:30 － 19:00
（高森中体育館）

硬式テニス教室
19:00 － 21:00
（町民体育館）

野球教室
9:00 － 16:00
（中央小グラウンド）

第１月曜・第３木曜日 第１金曜日 第３金曜日 第２・４土曜日 その他

太極拳教室
13:30 － 15:00

( 高森観光交流センター )

３Ｂ体操教室
10:00 － 11:30

( 河原総合センター )

３Ｂ体操教室
10:00 － 11:30

(高森観光交流センター)

ノルディック
ウォーキング教室
(要・問い合わせ )

各種イベント
随時開催予定

（要・問い合わせ）

平成 26年４月現在

　『高 SPO』とは、平成 24 年度に新しく高森町に設立された、総合型地域スポーツク
ラブのことです。生活の中からスポーツ等を楽しむことはもちろん、スポーツ・文化を
通じて仲間作りや子どもたちの健全育成を図っています。

　【生き生き・健康・たかもり】を目指し、健康で明るく人に優しい地域づくりと、それ

を継続できる環境を高森町に実現することに理念をおいて設立されました。

※高SPOはスポーツ振興くじ（toto）の助成を受けた、助成事業です。
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　小国町には、30年前まで旧日本国有鉄道（国鉄）
の「宮原（みやのはる）線」が走っていたことをご
存知でしょうか。
　宮原線は、佐賀県、福岡県、熊本県、大分県を鉄
道で結ぶという壮大な計画の一部であり、戦前から
部分開通していました。戦争の激化や資材不足で事
業が一時停止しましたが、昭和 29年に小国町宮原
から大分県恵良までの６つの駅を結ぶ、全線 26.6
キロが開通しました。
　宮原線は農林業への活用を期待されましたが、行
き止まり路線であったこともあり利用がのびず、国
鉄の経営改善も重なった結果、全線開通から 30年
後の昭和 59年に全線廃止となりました。
　現在、宮原線の線路跡は、一部分が遊歩道として
整備されています。北里から宮原まで約４キロの道
のりを、鉄道のために造られたトンネルの中やアー
チ橋のうえを歩くことができます。
　遊歩道にあるアーチ橋のひとつ、「幸野川橋梁」
は、骨組みに竹を使った「竹筋橋」と言われていま
す。優美なアーチを描く橋が雄大な自然の中に立つ
姿は、建築物と自然との調和を感じさせてくれます。
（平成 14年　国登録有形文化財）

◆次回のコラムは、産山村が担当します。

コラム第 19回　　　　　　　「鉄道が残した『幸野川橋梁』」　　  　　　　　　担当：小国町

　左記の宮原線のような線路跡や、工場、港等「人々が営んでき
た産業の姿を今に残す」施設は、現役で稼働しているものや既に
役割を終えたものを含めて「産業遺産」と呼ばれています。
　今回、世界文化遺産として国からユネスコへ推薦された「明治
日本の産業革命遺産（本県の万田坑・三角西港を含む）」も「産
業遺産」の集合体であり、稼動している工場・港等を含む世界遺
産の新しいジャンルとして、最近注目されてきています。
　世界遺産というと、「厳しい保護・保全」が注目されがちですが、
地域の生活・産業と密接に結びついているものが互いにバランス
をとることが可能なシステムとなっています。

法律問題
― 仕事上のミスで賠償義務はアリ？ ―

Ａ　仕事上のミスで会社や取引先などの第三者に対して与えた損害に
つき、労働者がその損害額を給料や退職金から差し引かれる、ある
いは退職を迫られるといった事例が増えています。

　　しかし、それらの多くは、労働者が仕事上で通常求められるよう
な注意を果たしている場合、不注意が些細なものに過ぎない場合で
あり、従業員に賠償義務はありません。

　　また、仮に従業員に重大な不注意がある場合など、労働者が賠償
義務を負う場合であっても、会社側が一方的に給料（賃金）から賠償金を相殺することは違法とされ
ています。

　　会社からミス等を理由に損害賠償を求められた場合、まずは内容や損害額についてよく確認し、本
当に支払わなければならないものか確認する必要があります。迷った場合には専門家などに相談しま
しょう。

法テラス高森法律事務所

Ｑ　営業上のミスで、取引先に納入するものと条件が違う品物を納入
し、返品されてしまいました。返品されたものは不良在庫となって
しまい、会社からは不良在庫代金を給料から天引きすると言われて
います。
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２月 21日（金）　県議会建設委員陳情（熊本市）
２月 26日（水）　熊本県副知事・県議会農林水産部会大雪被害地視察、住民要望ヒアリング（津留地区）
２月 28日（金）　県議会政策審議会　大雪対策陳情（熊本市）
３月　１日（土）　高森高校卒業式
３月　３日（月）　阿蘇広域行政事務組合定例会（阿蘇市）
３月　４日（火）　国土交通省阿蘇事務所長来庁
３月　６日（木）　南阿蘇鉄道取締役役員会
３月　９日（日）　天草市連携映画上映会、野尻猟友隊総会
３月 10日（月）　議会定例会
３月 11日（火）　高森東中学校卒業式
３月 12日（水）　天草市表敬訪問（天草市）
３月 13日（木）　熊本経済連来庁
３月 16日（日）　第 26回新酒とふるさとの味まつり
３月 17日（月）　熊本県林業公社理事会（熊本市）
３月 18日（火）　議会定例会　一般質問
３月 19日（水）　高森町社会福祉協議会役員会・理事会、「日本で最も美しい村」連合理事来庁
３月 20日（木）　阿蘇広域消防本部来庁、ロアッソ熊本「火の国もりあげタイ」来庁

●43回の公務・会議への参加の一部です。
●他、62回の準公務・政治活動への参加を行いました。

お悔やみ
（平成25年度　2月 21日～ 3月 20日）

予算は１年間で 24万円です。（交際費の内の弔費分です）
現在の残りの額は　５万円です。

金　額 分　類 主な内容 備　考

10,000 円 弔　費 　香典代 －－－－－－

※交際費での支出は「公的な行事」のみです。
※「公的な行事」の後の２次会、その他の会費、経費は全て自己負担となっています。

町長交際費
（平成25年度　2月 21日～ 3月 20日）

交際費の予算は１年間で 100万円です。
現在の残りの額は 29万 6,330 円です。

日　時 金　額 分　類 主な内容 備　考

２月 26日  2,600 円 土産代 駐在嘱託員研修 駐在駐在員

３月 20日  2,600 円 土産代 ロアッソ熊本「火の国もりあげタイ！」
来庁 池谷球団社長ほか

（２月21日～３月20日）
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▲園児たちは多くの料理やデザートを皿に盛っていました

高森保育園　バイキング給食

大好きな料理をよりどり
　３月 14日、高森保育園で毎年恒例の「バイキング

給食」が行われました。

　日ごろ食べる給食と異なり、中央ホールに設置され

たテーブルにはおかずやデザートがずらりと並び、園

児たちは大喜び。好きな料理をうれしそうにお皿に

盛っていました。

　料理を食べた園児たちは、別の料理を目当てに再び

テーブルに向かっていました。

第50回　全国児童才能開発コンテスト

高森中央小　岡本慧
さと

根
ね

さん
（色見・井上）が全国都道府県
教育長協議会会長賞を受賞
　２月 20日、（公財）才能開発教育研究財団主催の「第 50

回全国児童才能開発コンテスト」科学部門において、高森

中央小学校４年の岡本慧
さと

根
ね

さん（色見・井上）の研究発表「消

えたフンのなぞ」が全国都道府県教育長協議会会長賞を受

賞しました。

　これは、岡本さんの研究が昨年の熊本県科学展で最優秀

賞の「県賞」を受賞した（１月号に掲載）ことを受け、熊

本県の推薦により出展されたものです。おめでとうござい

ます。

▲表彰を受けた岡本さん

▲工藤敏博さん（日本消防会館にて）

消防庁長官表彰（永年勤続功労賞）

工藤敏博さん（下切・大切畑）
が受賞
　３月５日、高森町消防団の工藤敏博さんが日

本消防会館（東京都）で消防庁長官表彰を受賞

しました。

　工藤さんは昭和 55 年に入団。以来 33 年余

りにわたり消防団活動に尽力し、現在第１分団

長を務めています。おめでとうございます。
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▲表彰状を手にする阿蘇品博音くん（写真左）と歌音ちゃん

阿蘇郡市教育論文表彰

特選に高森中学校　準特選に中央小学校・佐藤教諭・林教諭
　３月 13日、阿蘇教育事務所で教育論文の表彰式が行われ、特選に高森中学校が、準特選に高森中央小学校

と同校の佐藤和也教諭・林博紀教諭が選ばれました。これは、阿蘇郡市内の小中学校が日ごろの教育実践を論

文にまとめ、教育指導の向上と経営の改善を目的に行われたものです。今回表彰された論文は、いずれもＩＣ

Ｔ（情報通信技術）を活用した教育実践が評価されました。おめでとうございます。

自殺予防メッセージソング　いのちをつなぐうた「50文字メッセージ」

阿蘇品歌
か

音
の

ちゃん・博
ひろ

音
と

くん（高森・旭通）が優秀賞を受賞
　３月５日、熊本県の「自殺予防普及啓発事業」の一環

として行われた「いのちをつなぐうた『50文字メッセー

ジ』」の優秀作品の表彰式が熊本テルサ（熊本市中央区）

で行われ、高森・旭通の阿蘇品歌音ちゃん（高森中央小

２年）と博音くん（高森幼稚園年長組）がそろって優秀

賞を受賞しました。

　これは、自殺予防のメッセージソング「いのちをつな

ぐうた」を制作するため、｢生きる、いのちをつなぐ｣

をテーマにしたものです。おめでとうございます。

阿
蘇
品　

博
音
く
ん
の
「
50
文
字
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

阿
蘇
品　

歌
音
ち
ゃ
ん
の
「
50
文
字
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

▲特選の高森中・藪田教諭（研究主任） ▲準特選の高森中央小・佐藤教諭（研究主任＝写真左）と林教諭（中央小）
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横町老人会

岩下毎
いつも

さんの100歳誕生日
を祝福
　３月 25日、満 100歳を迎えた岩下毎さん（高

森・横町）をお祝いするため、横町老人会の佐藤

徹会長一行が特別養護老人ホームひめゆりを訪

問。花束と記念のケーキを手渡しました。

　記念品を受け取った岩下さんは「ありがとう」

とお礼を述べ、誕生日をともに喜びました。別れ

際には佐藤会長たちと力強い握手を交わしまし

た。
▲佐藤会長（写真右）からの記念品を受け取る岩下さん

奥阿蘇ひょっとこ会

高森峠千本桜一帯を
清掃活動

　３月 22日、奥阿蘇ひょっとこ会（二子石清廣会長）

が、高森峠一帯を清掃しました。道路脇に捨てられ

ているゴミを拾ってはゴミ袋や背負ったカゴに集め

ていました。みなさんお疲れさまでした。

▲アコーディオンを演奏する中央小音楽部と高森中吹奏楽部

高森中央小学校音楽部・高森中学校吹奏楽部合同演奏会

第３回　小さな森の演奏会
　３月 15日、高森中学校体育

館で「小さな森の演奏会」が

行われました。

　これは、高森中央小学校音

楽部と高森中学校の交流を深

めようと３年前から行われて

いるもので、吹奏楽や器楽演

奏に加え、合唱、ダンスなど

幅広く発表され、観客から大

きな拍手が送られていました。
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町内小・中学校で卒業式

未来に向かって新たな旅立ち
　３月 11日に高森中学校・東中学校で、24日には高

森中央小学校・高森東小学校でそれぞれ卒業式が行わ

れ、慣れ親しんだ学び舎に別れを告げました。

　卒業式では、一人ひとりに卒業証書が渡された後、

来賓から祝辞が贈られ、在校生からの送辞と卒業生か

らの答辞が述べられました。

　式が終わり、会場を後にする卒業生に対し、参加者

から暖かい拍手が送られました。

　３月１日、高森駅で行われ、南阿蘇

鉄道のトロッコ列車が今シーズンの運

行を開始しました。

　古澤敬一高森駅長のあいさつに続

き、高森幼稚園児 18 人が和太鼓演奏

を披露。運転士と乗客代表が花束を贈

られた後、園児４人がくす玉を割り出

発を祝いました。最後に楢木野巧くん

（高森・昭和）と古澤駅長で出発を合

図し、最初の列車が出発しました。

　トロッコ列車は 11 月 30 日までの

土曜、日曜、祝日と春休み・夏休み期

間の毎日、１日２往復します。

南阿蘇鉄道　トロッコ列車「ゆうすげ号」出発式

今年も元気に「しゅっぱつしんこう～」

▲高森中央小学校の卒業式

▲高森中学校では、卒業生が力強い合唱を披露しました
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防
火
ポ
ス
タ
ー
の
展
示
・
表
彰
を
行
い
ま
し
た

　

阿
蘇
広
域
消
防
本
部
で
は
、
昭
和
60
年
か
ら
「
春
の
全
国
火
災
予
防
運

動
」
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
管
内
の
小
学
４
年
生
を
対
象
に
防
火

ポ
ス
タ
ー
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
20
校
か
ら
４
７
１
点
（
一

部
３
年
生
を
含
む
）
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
作
品
は
い
ず
れ
も
素
晴
ら
し
い
作
品
ば
か
り
で
し
た
が
、

２
月
下
旬
に
行
わ
れ
た
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
金
賞
10
名
、
銀
賞
20
名
、

銅
賞
30
名
、
努
力
賞
33
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
は
、
火
災
予
防
期
間
中
の
３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
間
、

フ
レ
イ
ン
ゆ
め
小
国
店
（
小
国
町
）、
道
の
駅
阿
蘇
（
阿
蘇
市
）、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ア
ス
カ
（
高
森
町
）
に
展
示
さ
れ
、
火
災
予
防
の
啓
発

に
一
役
か
っ
て
い
ま
し
た
。
南
部
地
区
で
は
、
３
月
５
日
に
南
部
分
署
に

お
き
ま
し
て
入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
小
学
生
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
ま
た
、
新
小
学
校
４
年
生
の
皆
さ
ん
、
来
年
は
あ
な
た
の
出
番
で

す
、
力
作
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

南
部
地
区
関
係
の
入
賞
者
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

金　

賞　

白
石
あ
か
り
、
林
真
那
、
小
佐
井
惇
一
郎

銀　

賞　

矢
津
田
未
来
、
田
尻
順
聖
、
中
川
翁
良
、
田
上
聖
羅
、
沼
里
侑

亮
、
田
所
佑
飛

銅　

賞　

宮
本
ふ
ら
の
、
郷
光
翔
流
、
森
田
愛
菜
、
金
瀬
真
鈴
、
田
所
秀

翔
、
家
入
莉
奈
、
興
梠
那
奈
、
村
松
に
や
、
井
川
真
希

努
力
賞　

嶋
田
陸
斗
、
福
本
捷
斗
、
武
内
優
登
、
佐
藤
虹
、
古
澤
壮
快
、

市
原
純
、
清
水
颯
太
、
徳
部
拓
哉
、
本
郷
こ
こ
み
、
田
爪
来
実

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
広
域
消
防
本
部
南
部
分
署　

℡
（
６
２
）
９
０
３
４

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

高
森
警
察
署　

℡
（
６
２
）
０
１
１
０

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
税
務
署　

℡
０
９
６
７
（
２
２
）０
５
５
１

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

入
学
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
た
春
は
、
本
格
的
に
交
通
社
会
に
仲

間
入
り
し
た
新
入
学
児
童
の
交
通
事
故
が
心
配
さ
れ
る
時
期
で

す
。
ま
た
、
高
齢
者
が
関
係
す
る
交
通
死
亡
事
故
は
依
然
と
し

て
多
く
発
生
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

そ
こ
で
、
交
通
安
全
思
想
の
普
及
・
浸
透
を
め
ざ
し
、
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
、
道
路
交
通

環
境
を
改
善
で
き
る
よ
う
、
次
の
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。

■
期
間　

４
月
６
日
（
日
）
〜
15
日
（
火
）
の
10
日
間

　
　
　
　

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
日　

４
月
10
日
（
木
）

■
運
動
の
重
点

　

１　

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　

２　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

　

３　

飲
酒
運
転
の
根
絶

■
運
転
者
は

○
歩
行
者
や
他
の
運
転
者
に
対
し
、
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を

実
践
し
ま
し
ょ
う
。

○
横
断
歩
道
上
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
手
を
前
に
出
し
て
歩
行

者
へ
横
断
さ
せ
る
意
思
を
伝
え
る
「
て
ま
え
運
動
」
を
実
践

し
ま
し
ょ
う
。

■
家
庭
・
学
校
・
地
域
で
は

　

飲
酒
運
転
の
危
険
性
や
結
果
の
重
大
性
を
話
し
合
い
、
飲
酒

運
転
を
「
し
な
い
・
さ
せ
な
い
・
許
さ
な
い
」
環
境
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

■
職
場
で
は

　

ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
を
活
用
し
、
二
日
酔
い
を
含
め
た
運
転

者
の
体
調
確
認
な
ど
、
飲
酒
運
転
を
さ
せ
な
い
よ
う
管
理
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。

○
「
領
収
証
」
等
に
係
る
印
紙
税
の
非
課
税

範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

　

現
在
、「
金
銭
又
は
有
価
証
券
の
受
取
書
」
に
つ
い
て
は
、
記
載
さ

れ
た
受
取
金
額
が
３
万
円
未
満
の
も
の
が
非
課
税
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
平
成
26
年
４
月
１
日
以
降
に
作
成
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

受
取
金
額
が
５
万
円
未
満
の
も
の
に
つ
い
て
非
課
税
と
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　
「
金
銭
又
は
有
価
証
券
の
受
取
書
」
と
は
、
金
銭
又
は
有
価
証
券
を

受
領
し
た
者
が
、
そ
の
受
領
事
実
を
証
明
す
る
た
め
に
作
成
し
、
相

手
方
に
交
付
す
る
証
拠
証
書
を
い
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、「
領
収
証
」、「
領
収
書
」、「
受
取
書
」
や
「
レ
シ
ー

ト
」
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
金
銭
又
は
有
価
証
券
の
受
領
事
実
を

証
明
す
る
た
め
に
請
求
書
や
納
品
書
な
ど
に
「
代
済
」、「
相
済
」、

「
了
」
な
ど
と
記
入
し
た
も
の
、
さ
ら
に
は
、
「
お
買
上
票
」
な
ど
と

称
す
る
も
の
で
、
そ
の
作
成
の
目
的
が
金
銭
又
は
有
価
証
券
の
受
領

事
実
を
証
明
す
る
た
め
に
作
成
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
金
銭
又

は
有
価
証
券
の
受
取
書
に
該
当
し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w
.nta.go.jp

）

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

○
未
成
年
者
飲
酒
防
止
の
推
進

　

未
成
年
者
が
飲
酒
を
し
た
場
合
に
は
、
脳
障
害
等
の
「
身
体
的
影

響
」
、
精
神
的
成
長
や
心
理
的
発
達
の
停
止
等
の
「
精
神
的
影
響
」
及

び
非
行
問
題
等
の
「
社
会
的
影
響
」
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
「
未
成
年
者
飲
酒
禁
止
法
」
に
よ
り
、
20
歳
未
満
の

者
の
飲
酒
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
違
反
し
た
場
合
の
罰
則
は
、

飲
酒
を
し
た
未
成
年
者
本
人
で
は
な
く
、
親
や
、
未
成
年
者
が
自
ら

飲
酒
す
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
お
酒
を
販
売
・
提
供
し
た
販
売
業
者

等
に
対
し
て
科
さ
れ
ま
す
。

　

大
人
は
、
社
会
全
体
の
責
務
と
し
て
、
未
成
年
者
飲
酒
の
未
然
防

止
を
積
極
的
に
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
国
税
庁
を
含
む
関
係
省
庁
は
、
毎
年
４
月
を
「
未
成
年
者

飲
酒
防
止
強
調
月
間
」
と
し
て
、
全
国
的
な
広
報
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

熊
本
国
税
局
酒
税
課
（
℡
０
９
６
（
３
５
４
）
６
１
７
１
）

展示の状況展示の状況

表彰を受けた皆さん表彰を受けた皆さん
（高森管内）（高森管内）
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じんけん
住じ

ゅ
う

民み
ん

福ふ
く

祉し

課か　

人じ
ん

権け
ん

同ど
う

和わ

啓け
い

発は
つ

係か
か
り

■お問い合わせ先　住民福祉課　福祉係　℡（６２）１１１１（内線１３２）

人じ
ん

権け
ん

っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

憲け
ん

法ぽ
う

で
保ほ

障し
ょ
う

さ
れ
て
い
る
基き

本ほ
ん

的て
き

人
権

知ち

識し
き

か
ら
態た

い

度ど

で
示し

め

す
実じ

っ

践せ
ん

へ

国民年金だより

大変お得な「付加年金」
　付加年金は、国民年金第１号被保険者（自営業者、学生など）の独自給付とされています。
毎月の国民年金保険料に付加保険料（月額 400円）をプラスして納付すると、老齢基礎年
金に上乗せされます。
　付加年金の年金額は、200円×付加保険料納付月数となっています。
〈例〉　　○付加保険料を 10年間納付された場合
　　　　　付加保険料の納付額＝ 400円× 12月× 10年＝ 48,000 円
　　　　　　付加年金の年金額＝ 200円× 12月× 10年＝ 24,000 円（年額）
　　　　※ 48,000 円の付加保険料額で、毎年 24,000 円の付加年金が老齢基礎年金に上乗

せして受け取れ、大変お得です。
〈注意点〉○付加保険料の納付は、申し込んだ月分からとなります。
　　　　 ○付加保険料は、老齢基礎年金と合わせて受給できる終身年金ですが、定額のた

め物価スライド（増額・減額）はありません。
　　　　 ○国民年金基金に加入している人は、付加保険料を納付できません。
　　　　 ○納付期限（対象月の翌月末）を経過しての付加保険料は納付できません。

●これからの年金相談（毎月第４金曜日）
　　４月 25日（金）　　５月 23日（金）　※事前に予約が必要です
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５
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２
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70
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

の
医
療
費
負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
か
ら
の
国
の
制
度
見
直
し
に
よ
り
、
70

〜
74
歳
の
人
の
医
療
機
関
で
の
自
己
負
担
割
合

は
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

■
平
成
26
年
４
月
１
日
以
降
に
70
歳
と
な
る

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者･･････
２
割

■
平
成
26
年
３
月
31
日
以
前
に
70
歳
と
な
っ
た

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者･･････

１
割

　

本
来
、
老
人
保
健
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
時
に

70
歳
以
上
の
人
の
負
担
割
合
は
一
律
２
割
と
な

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
３
月
末
ま
で

は
１
割
に
す
え
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
現
役
並
み
所
得
者
（
高
額
所
得
者
）

に
つ
い
て
は
、３
割
負
担
の
ま
ま
と
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課　

国
民
健
康
保
健
係

　

℡
（
６
２
）
１
１
１
１
（
内
線
１
２
８
）

医
療
機
関
の
適
正
な
受
診
に
つ
い
て

　

現
在
、
休
日
や
夜
間
に
救
急
医
療
へ
の
受
診

が
増
え
、
緊
急
性
の
高
い
重
症
の
患
者
へ
の
治

療
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。

　

治
療
が
必
要
な
人
が
安
心
し
て
医
療
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
医
療
機
関
の
受
診
や
薬
局
で

薬
の
調
剤
を
受
け
る
際
に
は
、
次
の
点
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

●
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
場
合
は
、
軽
い
症
状
で

も
昼
間
の
診
療
時
間
内
に
受
診
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
休
日
や
夜
間
に
救
急
外
来
を
受
診
す

る
こ
と
は
、
重
症
の
患
者
さ
ん
へ
の
対
応
が
遅

れ
て
し
ま
う
心
配
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
医

師
の
負
担
が
増
え
、
医
療
費
も
割
増
料
金
に
な

り
高
く
な
り
ま
す
。

●
か
か
り
つ
け
の
医
師
を
持
ち
、
気
に
な
る
こ

と
が
あ
っ
た
ら
、
早
め
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
す
る

こ
と
は
、
医
療
費
を
増
や
す
だ
け
で
な
く
、
重

複
す
る
検
査
や
投
薬
に
よ
り
、
か
え
っ
て
体
に

悪
影
響
を
あ
た
え
て
し
ま
う
心
配
も
あ
り
ま

す
。
今
受
け
て
い
る
治
療
に
不
安
な
ど
が
あ
る

と
き
に
は
、
そ
の
こ
と
を
医
師
に
伝
え
て
相
談

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
後
発
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
）
医
薬
品
は
、
先
発

医
薬
品
と
同
等
の
効
能
・
効
果
を
持
ち
、
費
用

も
安
く
す
み
ま
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

希
望
す
る
場
合
は
、医
療
機
関
や
薬
局
に「
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」
を
提
示
し
、

利
用
に
つ
い
て
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
薬
に
は
副
作
用
が
あ
り
ま
す
。
複
数
の
薬
を

使
用
す
る
場
合
は
、
飲
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
副

作
用
が
強
く
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
お
薬

手
帳
」
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
既
に
処
方
さ
れ

て
い
る
薬
を
医
師
や
薬
剤
師
に
伝
え
、
飲
み
合

わ
せ
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、薬
が
余
っ

て
い
る
場
合
は
、
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課　

国
民
健
康
保
険
係

　

℡
（
６
２
）
１
１
１
１
（
内
線
１
２
７
）



15 Public Information

熊
本
県
の
青
少
年
大
使
と
し
て

台
湾
を
訪
問
し
ま
せ
ん
か
？

　

小
学
５
・
６
年
、
中
学
生
の
み
な
さ
ん
。
く

ま
モ
ン
営
業
部
長
と
一
緒
に
青
少
年
大
使
と
し

て
台
湾
に
行
き
ま
せ
ん
か
？

　

台
湾
で
の
新
し
い
出
会
い
か
ら
得
た
感
動
を

大
使
と
し
て
県
民
に
報
告
し
て
く
れ
る
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
５
〜
９
日
に
か
け
て
台
北
市
・
高
雄
市

を
訪
問
し
、
高
雄
市
長
へ
の
表
敬
訪
問
、
高
雄

市
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
な
ど
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
募
集
期
間
は
４
月
21
日
（
月
）
か
ら

５
月
29
日
（
木
）
ま
で
で
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
青
少
年
大
使
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
れ
る
高
校
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
高
校
生

の
皆
さ
ん
も
青
少
年
大
使
と
し
て
任
命
さ
れ
、

各
種
行
事
に
同
行
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

募
集
期
間
は
４
月
21
日
（
月
）
か
ら
５
月
12
日

（
月
）
ま
で
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
学
校
に
あ
る
参
加
要
項
ま
た
は

熊
本
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県　

く
ら
し
の
安
全
推
進
課

　

℡
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
９
４

平
成
26
年
度
第
１
回

危
険
物
取
扱
者
試
験
の
案
内

■
試
験
の
種
類

　

甲
種
、
乙
種
第
１
〜
６
類
、
丙
種

■
試
験
日　

６
月
８
日
（
日
）

■
願
書
受
付
期
間

　

書
面
申
請　

４
月
14
日
（
月
）
〜
23
日
（
水
）

　

電
子
申
請　

４
月
11
日
（
金
）
〜
20
日
（
日
）

■
試
験
地

　

熊
本
市
、
八
代
市
、
天
草
市
、
玉
名
市

■
試
験
案
内
・
願
書
等
の
配
置
場
所

　
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県

支
部
、
熊
本
市
消
防
局
・
熊
本
県
内
の
消
防
本

部
、
熊
本
県
消
防
保
安
課
に
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

■
試
験
の
詳
細
や
電
子
申
請
に
つ
い
て
は
、
消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

w
w
w
.shoubo-shiken.or.jp/

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　

熊
本
県
支
部

　

〒
８
６
９
―
０
９
７
６

　

熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
１
丁
目
11
番
４
号

　

熊
本
教
育
会
館
４
階

　

℡
０
９
６
（
３
６
４
）
５
０
０
５

無
料
登
記
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す

　

熊
本
地
方
法
務
局
が
無
料
の
登
記
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
土
地
・
建
物
等
の
売
買
・
贈
与
・

相
続
な
ど
の
登
記
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て

熊
本
地
方
法
務
局
職
員
が
対
応
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
あ
ら
か

じ
め
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

４
月
17
日
（
第
３
木
曜
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

　
　
　
　
（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
き
ま
す
）

■
場
所　

阿
蘇
市
支
所
２
階
会
議
室

　
　
　
（
阿
蘇
市
一
の
宮
町
宮
地
５
０
４
の
１
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
地
方
法
務
局　

阿
蘇
大
津
支
局

　

℡
０
９
６
（
２
９
３
）
２
２
７
２

　
（「
阿
蘇
市
相
談
予
約
」と
お
申
し
出
く
だ
さ
い
）
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高
森
町
役
場
℡（
６
２
）１
１
１
１
／
草
部
出
張
所
℡（
６
４
）０
２
１
１
／
野
尻
出
張
所
℡（
６
５
）０
２
１
１
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平
成
26
年
度
前
期
「
技
能
検
定
」

国
家
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

　

技
能
検
定
は
、
働
く
人
々
の
持
つ
技
能
・
知

識
を
一
定
の
基
準
か
ら
検
定
し
、
国
と
し
て
証

明
す
る
国
家
検
定
制
度
で
、
技
能
に
対
す
る
社

会
一
般
の
評
価
を
高
め
、
働
く
人
々
の
技
能
と

地
位
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
職

業
能
力
開
発
促
進
法
に
基
づ
い
て
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

技
能
検
定
は
、
職
種
ご
と
に
特
級
・
１
級
・

２
級
・
３
級
に
区
分
す
る
も
の
と
、
等
級
を
区

分
し
な
い
単
一
等
級
が
あ
り
、
試
験
は
実
技
試

験
と
学
科
試
験
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

合
格
者
に
は
、
特
級
・
１
級
及
び
単
一
等
級

は
厚
生
労
働
大
臣
名
、
２
級
・
３
級
は
熊
本
県

知
事
名
に
よ
り
合
格
証
書
が
交
付
さ
れ
、「
技

能
士
」
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
２
級
実
技
試
験
と
同
時
に
「
技
能
五

輪
全
国
大
会　

熊
本
県
地
方
大
会
」
を
兼
ね
て

実
施
し
ま
す
。

■
受
付
期
間

　

４
月
７
日
（
月
）
〜
18
日
（
金
）

■
実
施
期
間

　

６
月
４
日
（
水
）
〜
９
月
９
日
（
火
）（
３

級
は
８
月
10
日
（
日
）
ま
で
）
の
う
ち
、
熊
本

県
職
業
能
力
開
発
協
会
が
指
定
す
る
日

■
試
験
会
場
・
試
験
日
程

　

受
験
者
に
対
し
、
受
験
票
で
通
知
し
ま
す
。

■
合
格
発
表

　

10
月
３
日
（
金
）（
３
級
は
８
月
22
日
（
金
））

　

合
格
者
の
受
験
番
号
を
県
庁
本
館
１
階
ロ

ビ
ー
に
掲
示
し
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
職
業
能
力
開
発
協
会　
業
務
グ
ル
ー
プ

　

〒
８
６
１
―
２
２
０
２

　

上
益
城
郡
益
城
町
田
原
２
０
８
１
の
10

　

電
子
応
用
機
械
技
術
研
究
所
内

　

℡
０
９
６
（
２
８
５
）
５
８
１
８

後
期
高
齢
者
の
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

　

定
期
的
に
健
康
診
査
を
受
診
す
る
こ
と
は
、

疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
が
り
ま

す
。
健
康
管
理
の
た
め
、
健
康
診
査
は
毎
年
必

ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
い
日
程
な
ど
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
健
康
診
査
で
受
け
ら
れ
る
検
査
項
目
】

　

問
診
、
身
体
測
定
、
血
圧
、
血
中
脂
質
検
査
、

肝
機
能
検
査
、
血
糖
検
査
、
尿
検
査
、
貧
血
検

査
な
ど

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課　

国
民
健
康
保
険
係

　

℡
（
６
２
）
１
１
１
１
（
内
線
１
２
７
）
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●　

●

肥
後
狂
句
（
阿
蘇
御
神
火
会　

二
月
会
）

俳　
　

句
（
高
森
菜
の
花
句
会　

二
月
会
）

働
き
た
い
み
な
さ
ん
を
支
援
し
ま
す

　

熊
本
県
で
は
、 

仕
事
探
し
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
か
ら
就
労
後
の
支
援
ま
で
を
１
ヵ
所
で
提
供

し
、
一
人
ひ
と
り
に
対
応
し
た
き
め
細
か
い
支

援
を
行
い
ま
す
。

①
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
今
後
の
就
職
活

動
の
進
め
方
に
つ
い
て
、
き
め
細
か
く
助
言

を
行
い
ま
す
（
予
約
優
先
）

　

■
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時
30
分

　
　

土
曜　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

　

■
℡
０
９
６
（
３
５
２
）
０
８
９
５

②
保
育
・
公
営
住
宅
・
健
康
保
険
・
年
金
な
ど

の
生
活
に
関
す
る
相
談
・
情
報
提
供
を
行
い

ま
す
。

　

■
月
・
木
曜　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

　

■
℡
０
９
６
（
３
５
１
）
０
５
０
０

③
専
門
の
相
談
員
が
解
雇
・
労
働
条
件
・
賃
金

な
ど
に
関
す
る
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に

つ
い
て
、中
立
の
立
場
か
ら
助
言
を
行
い
ま
す
。

　

■
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時
30
分

　
　

土
曜　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

　

■
℡
０
９
６
（
３
５
２
）
３
６
１
３

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　

〒
８
６
０
ー
０
８
４
４

　

熊
本
市
中
央
区
水
道
町
８
の
６

　

朝
日
生
命
熊
本
ビ
ル
１
階

　

℡
０
９
６
（
３
５
１
）
０
５
０
０

　
（
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
み
ま
す
）

お詫びと訂正 ────
広報たかもり３月号の記事中、
以下の内容に誤りがありまし
た。お詫びして訂正します。

15 ページ
 「みさを大豆で豆腐づくり」

（誤）
高森中央小学校　５年生

（正） 
高森中央小学校　３年生
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健康講座健康講座
Healthy course

　お花見・歓送迎会などで飲酒の機会も増える時期になりました。
　お酒の飲みすぎで肝臓の働きが気になるところですが、食べすぎでも肝臓の機能に影響してきます。
　健康診査でも肝機能を検査していますが、そもそも肝臓とはどのような働きをしているのでしょうか。今回
はそんな肝臓に注目してみましょう。

☆肝臓の働き
　肝臓の働きは大きく３つに分けられます。
①肝臓は体の「解毒工場」
　アルコールなどの有害な物質を分解します。
　肝臓ではこの解毒工場が最優先されるため、アルコールを過剰に摂取してしまうとエネルギーを蓄えたり体
に必要な材料をつくるなどの他の仕事が後回しになります。
　ですからアルコールは適量摂取を心がけることが大切です。
　ちなみに厚生労働省が定める「健康日本 21」で推奨されている 1日の純アルコールの基準量は 20gです。

②肝臓はエネルギーの貯蔵庫
　食事で摂取した糖や中性脂肪を蓄える働きをしています。
　また、肝臓には糖から中性脂肪を作り出す働きもあるため、肉・魚・大豆など油分の多い食品だけでなく、ご飯・
パン・麺類・お菓子などを食べ過ぎた場合も肝臓に中性脂肪が増えてしまい脂肪肝を引き起こしやすくなります。
　脂肪肝になると肝臓が正常に働かなくなり、血液中の糖や中性脂肪が高くなる原因にもなります。
　血液中の中性脂肪が内臓脂肪として過剰に蓄えられると、血圧を上げたりインスリン（糖の処理を行う物質）
の働きを邪魔する物質が出てきて体に悪影響を与えます。
③肝臓はエネルギーや体の材料などをつくる工場
　体の細胞をつくる材料であるコレステロールやたんぱく質、エネルギーになる糖や中性脂肪、脂肪の消化吸
収を助ける胆汁など、体に必要なさまざまな物質を作っています。　

☆肝臓の検査項目
　住民健診などで用いられる肝臓の検査は下記のようなものがあります。
　・GOT（AST）、GPT（ALT）正常値　30IU/L以下
　　　細胞内で作られる酵素で、肝臓に負担がかかりすぎると細胞が壊れ血液中に出てきます。
　　　特にGPT（ALT）は肝臓の細胞の破壊に強く反応するため、肝臓の障害の目安になります。
　・γ -GTP：正常値50IU/L以下
　　　肝臓や腎臓などで作られる酵素で肝細胞や胆管細胞などにあります。お酒を飲みすぎたりするとγ-GTP
が多く作られます。またアルコールの過剰摂取以外にも胆汁の流れが悪くなる (胆汁うっ帯 )場合も高く
なります。

　上記で述べたとおり、肝臓は体で重要な役割を果たしています。
　しかし一方で『沈黙の臓器』とも言われ、悪くなってもほとんど自覚症状がありません。
　そのため、毎年住民健診などで検査を行い、肝機能に異常がないか確認していくことが大切です。

肝臓について知ろう肝臓について知ろう

■お問い合わせ先　健康推進課　健康推進係　℡（62）1111（内線 122・123）

《純アルコール量の目安》
〇ビール（5％）　　１缶（350ml）：17g　　　〇焼酎（25度）　　1合（180ml）：36g
〇日本酒（15度）　1合（180ml）：22g　　　　　　〇ワイン（12％）　１杯（160ml）：15g
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平成26年２月受付分（敬称略）

平成26年２月28日現在

人口／７，０２７人（△４）
男性／３，３３９人（△５）
女性／３，６８８人（＋１）
世帯／２，８３７帯（△１）

４
月
16
日

　

〜
５
月
15
日

［ 住 所 ］

永野原・小楢木
高　森・　森　
高　森・横　町
高　森・昭　和
高　森・昭　和
色　見・西　丁

［ 死 亡 者 ］

𠮷川フミ子
本田マシエ
中山　昭男
日置久仁友
佐野　　豊
山室　京子

［年齢］

87
99
86
90
84
77

［ 御 遺 族 ］

𠮷川　則男
本田　共勝
中山ミサ子
日置　郁子
佐野　孝晴
山室　真琴

休日在宅医
◎診療は午前9時から午後5時まで

４月20日 後 藤 医 院 ℡（67）0019

４月27日 阿 蘇 立 野 病 院 ℡（68）0111

４月29日 藤 本 医 院 ℡（67）0020

５月　３日 平 田 医 院 ℡（62）0216

５月　４日 のむら内科クリニック ℡096（292）2250

５月　５日 阿 蘇 立 野 病 院 ℡（68）0111

５月　６日 寺﨑内科胃腸科クリニック ℡（62）0378

５月11日 南郷谷整形外科医院 ℡（62）3351

■４月16日～５月15日分

今
回
、
人
事
異
動
に
よ
り

広
報
担
当
を
離
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
▼
慣
れ
な

い
作
業
の
連
続
で
、
至
ら

な
い
点
も
多
々
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
毎
月
何
と
か

発
行
で
き
た
の
も
、
快
く

取
材
に
協
力
い
た
だ
い
た

町
民
や
関
係
者
の
皆
様
の

お
か
げ
で
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
法
花
津
）

愛の

ご寄付
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●
４
月
17
日
（
木
）

　

・
３
歳
児
健
診
（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）
／
13
時
〜

●
４
月
25
日
（
金
）

　

・
役
場
支
払
日

　

・
年
金
相
談
（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）
／
10
時
〜
15
時

●
５
月
１
日
（
木
）

　

・
高
森
町
消
防
団
辞
令
交
付
式

　
　
（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）
／
18
時
〜

●
５
月
７
日
（
水
）

　

・
役
場
支
払
日

●
５
月
15
日
（
木
）

　

・
役
場
支
払
日

　

・
子
ど
も
の
た
め
の
歯
科
検
診

　
　
（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）
／
13
時
〜

●町社会福祉協議会へ（順不同、敬称略）
［香典返し］
日置　郁子　  林　昭子　  𠮷川　則男　  中山ミサ子
［一般寄付］
山室　一幸

●広報寄付（順不同、敬称略）
渡邉猪一郎（熊本市東区）　二子石幸子（熊本市東区）
佐藤　郁代（福岡市東区）　野尻　二平（熊本市北区）
甲斐　秀人（静岡県浜松市）
住吉　明子（埼玉県狭山市）
田上　一生（北九州市八幡西区）
佐藤久美子（上益城郡益城町）
二子石三喜男（熊本市東区）
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２
月
15
日
か
ら
３
月
16
日
ま
で
の
１

カ
月
間
開
催
さ
れ
た
「
新
酒
と
ふ
る
さ

と
の
味
ま
つ
り
」。
今
年
で
26
回
目
と

な
り
ま
す
。
最
終
日
の
３
月
16
日
に
は

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
一
帯
で
「
ラ
ス
ト

イ
ベ
ン
ト
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
村
酒
造
前
か
ら
観
光
交
流
セ
ン

タ
ー
ま
で
の
道
路
は
歩
行
者
天
国
に
。

新
酒
と
高
森
の
特
産
品
を
求
め
、
県
内

外
か
ら
多
数
の
観
光
客
が
来
場
し
、
阿

蘇
あ
か
牛
の
丸
焼
き
、
や
ま
め
の
塩
焼

き
、
地
鶏
の
炭
火
焼
き
な
ど
を
求
め
て

多
く
の
行
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、ス
テ
ー
ジ
上
で
は
Ｓ
Ｋ
Ｇ
（
酒

か
す
ガ
ー
ル
ズ
）
の
歌
や
Ｒ
Ｊ
Ｋ
カ
ル

デ
ラ
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
演
奏
、

味
噌
の
つ
め
放
題
、
獅
子
舞
、
大
道
芸

な
ど
が
披
露
さ
れ
、
早
春
の
高
森
は
大

に
ぎ
わ
い
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

▲会場はたくさんの人で賑わい、趣向を凝らした催しや高森の味を存分に楽しんでいました

第26回
新酒とふるさとの味まつり

早春の味に舌つづみ

町
の
特
産
品
が

          

ず
ら
り
！


